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北海道東部 ◎ 浜中モンゾニ岩中の沸石類と若干の鉱物について
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北海道東部の釧路管内・根室本線浜中駅前に産する浜中モンゾニ岩は， 根室半島地域に広く分布
するアルカリ粗粒玄武岩類を形成した，一連の岩薬分化作用の所産といわれる（藤原，１９５９）．Ｆｉｇ．１．
：れらアルカリ粗粒玄武岩類はカリウムに富む点が大きな特徴とされ，また，

＼、車石″と呼ばれるみ
ごとな枕状構造， 分化作用によるモンゾニ岩や閃長岩の生成など， 古くから多くの人々によって注
ョされてきた， この岩石学的な研究は本間（１９３０）， 吉沢（１９３１）， 八木（１９４８，１９４９ａ， ｂ，１９５０，
９５２，１９５６）， Ｓｕｚｕｋｉ（１９３８）， 鈴木（１９５１，１９５４）， 長谷川・藤原（１９５９） らによって詳細になさ
Ｌている，一方，岩柴分化の末期の熱水作用の結果，生成した沸石類とそれに伴う鉱物こついては，
；れまで方沸石（吉沢，１９３０）， 菱沸石（三谷ら，１９５８）およびソーダ沸石（吉沢，１９３０；Ｓｕｚｕｋｉ，
９３８；橋本，１９６０；原田ら，１９６９）の研究報告がある．これらの鉱物は浜中モンゾニ岩中にも多く産

／， 沸石類よりなる晶洞や細脈が認められる．

（３５）
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Ｆｉｇ．１． Ｌｏｃａｌｉｔｙｍａｐｏｆｄｏｌｅｒｉｔｅｓａｎｄｍｏｎｚｏｎｉｔｅｓ．

　

ｉ：Ｄｏｌｅｒｉｔｅ，２：Ｍｏｎｚｏｎｉｔｅ，３：ｏｒｅｄｅｐｏｓｉｔ，４：Ｑｕａｒｒｙ．

　

この小論は， 浜中モンゾニ岩にみられる晶洞や細脈中の沸石類について， その産状， 共生関係，

光学的性質， Ｘ線回折結果および沸石類と母岩の関係について， その研究成果をまとめたものであ

り， 諸学兄の御批判を頂ければ幸いである． なお， 今回検討を行なった濁沸石およびブドウ石は，

本地域のアルカリ粗粒玄武岩から初めて報告するものである．

２． 母岩ならびに晶洞鉱物の麓状

　

浜中モンゾニ岩は，上部白亜系・根室層群大田村層への貫入岩で，浜中駅東方約ｌｋｍにある同岩

採石場で， ６～７ｍの高さで露われ， その上部には１～２ｍの段丘堆積砂磯層をのせている． 採石

場では， 晶洞や細脈を伴う同岩は， 砕石に適さないため， 大小の岩塊が選別放置されている． 今回

報告する晶洞（脈） 鉱物は， それらの中に見出された鉱物である． なお， ここで晶洞としたもの

は連続性に富み，一般にその大部分が直線的であることから，晶出分化の最末期に，収縮裂力に沿っ

て晶出したと考えられるものの一部である，

　

晶洞（細脈） を形成して産する沸石類とそれらの共生関係は， 濁沸石」ブドウ石， ソーダ沸一方

沸石および方沸石－普通輝石（エジリン輝石） の３つの組合せが認められる，

　

これら晶洞鉱物と母岩との関係は，濁沸石－ブドウ石が晶洞状をなし，晶洞壁に接する母岩には，

幅数ｍｍ から２， ３ｃｍの淡紅色を示す， ほとんどアルカリ長石からなる帯状部分が発達する． こ

れより母岩内部では，灰色の斑状モンゾニ岩質部分に変わり，それぞれ明らかな変化を示している．

淡紅色の帯状部分は空隙に富み， 一部には明瞭な結晶面をもつ長石が認められる．

　

ソーダ沸石，方沸石は細脈状で， 一般に方沸石に富み， その粒度も大きく（最大２ｃｍ）， ソータ

灘石は放射状集合をなして少量含まれる， この細脈に接する母岩はすべて淡紅色よりやや濃い赤裾

色を呈する閃長岩質岩塊からなる，その岩塊の厚さは脈縁から７～８ｃｍ で，より外側の母岩はモン

ゾニ岩よりなると思われるが， 両岩の関係は観察出来ない．

　

方沸石・普通輝石も細脈状を呈するが， 上述のものに比べ方沸石は細粒で， 脈幅もそれに対応す

（３６）
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るかの様に極めて狭い． 母岩は脈縁から直ちに， 暗緑色の輝石と帯青灰色の粗粒斜長石を含む斑状

モンゾニ岩となる． この方沸石・輝石脈と類似の細脈については， 根室半島のアルカリ粗粒玄武岩

中にも認められ， ソーダ沸石とエジリン輝石の細脈（Ｓｕｚｕｋｉ，１９３８）， 普通輝石と少量の沸石類の細

脈 （長谷川ら，１９５９） の報告がある．

３． 晶洞（脈）と晶洞鉱物
ａ） 濁沸石一ブドウ石晶洞

　

母岩から晶洞鉱物への変化は， 斑状モンゾニ岩→アルカリ長石を主とする淡紅色の母岩→点線状

に晶洞壁を縁どろ濃緑色の微細粒物一晶洞鉱物（ブドウ石→柱状濁沸石）の順で見られる（Ｐ１ａｔｅｌ，
Ａ…１，Ａ‐２）．
濁沸石

　

帯黄白色半透明で真珠光沢を呈し， ｍ（１１０）面とｅ（言０１）面が明瞭な２～３ｍｍの柱

状結晶が， やや放射状にブドウ石上に群生する， 雰開は発達し， 全体にもろく， 指先でも容易に針

状に砕ける． なお， 濁沸石の一部には， これを埋めて淡青緑色， 土状の粘土鉱物（モンモリロナイ

ト？） が認められるが， これに関しては詳細な検討は行なっていない．
鏡下では， ブドウ石は放射状の集合を示すが， 濁沸石は大小不揃いの柱状結晶が密雑して， ブド

ウ石およびアルカリ長石に接しているのが観察される． また， 濁沸石のなかには， 母岩中のアルカ

リ長石の割目に沿って細脈状に産するものも若干見られる．濁沸石の消光角は７０～４６０で，最大消光

角・Ｚ：ｃは４６ｏの値を得た．

濁沸石の光学性は， Ｓｉおよび（Ｎａ，Ｋ）の含有量の変化やＨ２０量の多少によって広い範囲に変化

し， このうち，Ｈ２０量の１／４が失われたものがレオンハルダイトで， 脈・晶洞産の濁沸石を室内に

放置すると， 数時間でレオンハルダイトに変化するという（歌田ら，１９７２）． 従って， 浜中モンゾニ

岩の濁沸石も， その大部分がレオンハルダイトに変化しているものと推定される， これは試料が採

石場の一隅に， 長期間放置されていた岩石中のものであるからである．

　

レオンハルダイトなどの消光角については， 中島ら（１９６７） の報告があり， 凝灰岩中の濁沸石の

結晶の外側が，レオンハルダイトに変化しているものでは，濁沸石の最大消光角は約２Ｆ，レオンハ

ルダイトのそれが約４２０という値が得られている．上述のモンゾニ岩中の濁沸石の最大消光角は，レ

オンハルダイトのそれにほぼ一致する．

　

なお， モンゾニ岩中の濁沸石の一部にｎ虫喰状″

　

を呈し， 全体と異なる消光を示すものが認めら

れるが， 屈折率の差はなく， 結晶の内側と外側との組成の変化も見られなかった．

　

ブドウ石

　

白色～無色透明でガラス光沢を呈する． その産状は晶洞壁に沿って帯状をなしたり，
淡紅色のアルカリ長石からなる母岩の一部を包んで同心円状を呈し， その幅は５ｍｍ前後である．
また， 自形を示さず， その形や色だけからは方沸石との区別は困難である． このため， この鉱物の

同定はＸ線粉末回折によった， この結果， 両者の違いは， ブドウ石は方沸石に比べて砕けやすく，
雰開性に富んでいることである． 鏡下のブドウ石は， 放射状を呈する葉片状結晶の集合体をなして

いる．

粘土鉱物ｏスフェン

　

晶洞鉱物と母岩との関係は前述したが， 淡紅色を呈する母岩とブドウ石と

の境は明瞭で， その境界の大部分は， 濃緑色細粒の鉱物で緑どられている，
鏡下でその部分を観察すると， 粘土鉱物がブドウ石と母岩との間に無色， 濃緑色， 帯黄緑色など

を示して認められる（Ｐ１ａｔｅ２，Ａ）．これらはリン片状集合をなし，屈折率は１，６以上，弱い多色性，
複屈折は濃色を示すところでは高く， 黄色～橋色を呈する， 詳細な検討はＸ線回折などによらねば

ならないが， 量的に少なく， 分離も困難なので光学的性質からは緑泥石とモンモリロナイト， ある

いは緑泥石－モンモリロナイト混合層鉱物と考えられる， また， この粘土鉱物はスフェンと非常に

（３７）
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密に共生し，スフェンの大部分がこの鉱物中に認められる．スフェンは菱形で，粒径は８００～４０ｇで

ある，

　

金原・吉村（１９７３）は，濁沸石と共生する粘土鉱物についてまとめ，濁沸石は緑泥石や緑泥石－モ

ンモリロナイト混合層鉱物と密接な共生関係を有し， モンモリロナイト（サポナイト） との共生は

少ないと述べている， 浜中モンゾニ岩中では， 緑色の粘土鉱物は濁沸石よりも高温生成のブドウ石

と共生していることから， 緑泥石としてスフェンと共に晶出し， 二次的にモンモリロナイト， ある

いは緑泥石－モンモリロナイト混合層鉱物に変わったことも考えられる．

　

ｂ） 方沸石・輝石細脈

　

方沸石・輝石細脈は， 脈に沿って割った面をみると， 濃緑色の輝石が白い方沸石中に斑点状に存

在し， また， 淡紅色の板状のカリ長石は方沸石に覆われて含まれている． この細脈は方沸石を通し

て長石の色が見えるので， 全体として淡紅色を帯びている （Ｐ１ａｔｅ，ＩＢ‐１，Ｂ‐２）．

　

方沸石

　

白色～透明のガラス光沢で， 偏菱２４面体をなし， 大きさは３ｍｍ前後である．

　

鏡下では， ほとんどすべてが弱い複屈折を示し， 集片双晶をなすものが多い． そのほか， よく表

現できないがモヤモヤとした繊維状集合の異常複屈折を示す部分もある， 光学性はコノスコープに

よる観察から二軸性（十）で， そのアイソジャイアーの湾曲度から２Ｖは５００より小さい値をとるこ

とが明らかである． これはＦ１ｉｎｄｅｒｓの方沸石が二軸性，
２Ｖαが４５～１２００（Ｃｏｏｍｂｓ，１９５５）， 門前・

五十川産のものがユニバーサルステージによる測定で二軸性（十），８０ｏ前後（加納・古川，１９６６），ま

た， 二軸性（－）， ８５０からおよそｏｏ（Ｄｅｅｒ，ｅｔａｌ，，１９６３） というこれまでの報告と異なる．

　

化学組成については， モンゾニ岩中のものについては知られていないが， 根室半島の粗粒玄武岩

産のものが， 吉沢（１９３０） によって報告されている． 今回， 浜中モンゾニ岩産の方沸石の格子常数

をＸ線粉末回折によって求め（Ｔａｂｌｅｌ）， Ｓａｈａ（１９５９）の示した関係図（Ｆｉｇ．２，）からＳｉ０２（Ｓｉ０２

／ Ａ１２０３

　

分子比） を推定し， 約４．３５，４．４７を得た． この結果は， 上記の粗粒玄武岩産の方沸石の

Ｓｉｏｚ値・４，４２と極めてよく一致する．
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ｄ １，７４２１ １，８６６７ １．９０３４

１３．７２０ａｏ １３．７１７ １３．７１７ １３．７２６

Ｈ２

ｄ １．７４２５ １．８６６３ １．９０２２

１３，７１７ａｏ １３．７２０ １３．７１５ １３．７１７

ｌｎｔｅｒｎａｌ

　

ｓｔａｎｄｅｒｄ； Ｑｕａｒｔｚ，

ＣＯｎｄｉｔｉＯｎｓ； ＣｕＫ域， Ｎｉ－ｆｉｌｔｅｒ． ３０ｋｖ，
ｌｏｈＩＡ， Ｔｉｍｅ

　

ｃＯｎｓｔａ‐ｎｔ

　

ｌ．

ｓｃａｎｎｉｎｇ

　

ｓｐｅｅｄ 企２５／ｍｉｎ． Ｃｈａｒｔ

　

ｓｐｅｅｄ

　

５ｎｕｎ／ｍｉｎ・ Ｓ１ｉｔｓ

　

Ｌ。・３一１．

Ｔａｂーｅｌ． Ｔｈｅｌａｔｔｉｃｅｐａｒａｍｅｔｅｒａ。（Ａ）ｏｆｔｈｅａｎａｌｃｉｍｅｆｏｒｍｉｎｇｔｈｅｖｅｉｎｌｅｔｓ

ｉｎｔｈｅｍｏｎｚ。ｎｉｔｅｆｒｏｍ Ｈａｍａｎａｋａ．

単斜輝石

　　　

方沸石細脈中の単斜輝石は， 暗緑色長柱状および４， ６角形の断面を示し， 柱状

のものではｌ ｍｍ 未満の小さなものから１８ｍｍに及ぶ大きさな結晶まであり，１ｏｍｍ前後が最も

多い． 肉眼的には， 輝石が母岩に全く接さず， 方沸石中に単体で産するものから， 母岩中の輝石が

方沸石中に突出した産状を示すものまで， 種々のものが見られる．

（３８）
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鏡下では， 細粒の結晶は緑褐色， 黄緑色， 濃緑

　　

１３．６０

色などを呈し， 多色性が強く， エジリン輝石から

なる． 比較的粗粒のものは結晶の中央と外側とで

は，色をはじめ光学的諸性質が異なる．すなわち，

　

。２
粗粒結晶は中心部より外側へ， 普通輝石（無色，

　　　

＝≦
淡緑～淡黄色）→ソーダ輝石（緑色～淡黄緑色）

　

這，３，７０
→エジリン輝石（濃緑色～帯褐緑色） といった累

　

長

帯配列が見られる， また， 結晶の外側の一部に紫

　

琵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
緑色を呈する含チタンソーダ輝石が認められる場

合もある．

　

これらの光学性はＴａｂｌｅ２に示したが， 根室

（花咲） 産のソーダ沸石脈中の普通輝石．エジリ
１３・６０

　

２

　　　　

３

　　　　

４

　

－一

　　

５

　　　　

６
ン輝石にほぼ等しい値をとる． 鏡下 での普通輝石

　　　　　　　　　　　

”。Ｉ．Ｒ試す。ｓＩｏ

とエジリン輝石の関係は， 納沙布岬の粗面粗粒玄

　

Ｆｉｇ．２． Ｖａｒｉａｔｉｏｎｏｆｌａｔｔｉｃｅｐａｒａｍｅｔｅｒｗｉｔｈｃｏｍｐｏｓト

武岩とモンゾニ岩中， および諸津産閃長岩中に見

　　　　　

ｔｉｏｎ．

られる両輝石の関係（八木，．１９４８；Ｙａｇｉ，１９５３）と

　　　

Ｈ１，ＨｚａｒｅｔｈｅｓａｍｅａｓｔｈｏｓｅｏｆＴａｂｌｅｌ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｎ：ｖａｌｕｅｏｆａｎａｌｃｉｍｅｉｎｔｈｅｄｏｌｅｒｉｔｅｆｒｏｍ Ｂｅｎし

同様な累帯配列が認められる． しかし， ナトリウ

　　　　

ｔｅｎｚｉｍａ，Ｎｅｍｕｒｏ（Ｙｏｓｉ照ｗａ，Ｈ．１９３０），

ムに富む溶液の交代作用で普通輝石からエジリン輝石を生じた高草山粗粒玄武岩中の両者の関係で

は， 累帯構造を示す場合のほか， 一部のみがエジリン輝石に変わっている場合は， 弊開に沿ってエ

ジリン輝石化されると杉 （１９３８）は述べているが， 本試料ではそのような状況は見られない． 本試

料の直交ニコル下の観察では， 雰開を横切る形でエジリン輝石と普通輝石 （ソーダ輝石） が共生し

ている場合，両輝石の境界部には雰開と斜交するような，明瞭な累帯構造が認められる（Ｐ１ａｔｅ２，Ｂ）．

　

また， 累帯配列をなす輝石に伴って， 方沸石中にはしばしば非常に細粒の柱状および六角形の目

形を呈した， 帯褐緑色～濃緑色の多色性の強いエジリン輝石が， 多数集合して見られる （Ｐ１ａｔｅ

　

２，
Ｃ）． しかも， それら結晶の粒度は， 母岩寄りの方がより細粒で， より密集している，

　

なお， 輝石と共に多量のスフェンが見られる， 粒度は０．８ｍｍ前後で， 濁沸石－ブドウ石晶洞中

に見られるものに比べて， 量， 粒度ともに優っている． また， 共生関係でもスフェンは方沸石脈中

で輝石粒を貫いたり， 脈縁の斜長石， カリ長石中にも多く産するなど， ブドウ石に伴うものとは産

状が異なる，
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Ｔａｂｌｅ２． Ｅｘｔｉｎｃｔｉｏｎａｎｇｌｅｓａｎｄｏｐｔｉｃａｎｇｌｅｓｏｆｔｈｅｃｏｍｍｏｎａｕｇｉｔｅ，ｓｏｄａａｕｇ１ｔｅ，ａｎｄａｅｇｉｒｉｎａｕｇｉｔｅ．

　

Ｎｏｔｅｓ．１）；ｌｎｔｈｅｓｙｅｎｉｔｅｆｒｏｍｔｈｅ ＭｏｒｏｔｕＲｉｖｅｒ，ＭｏｒｏｔｕＤｉｓｔｒｉｃｔ（Ｙａｇｉ，Ｋ．１９５３，１９６６）．

　　　

２ １ｎｎａｔｒｏｌｉｔｅｖｅｉｎｓｉｎｔｈｅｄｏｌｅｒｉｔｅｆｒｏｍ Ｎｅｍｕｒｏ（Ｓｕｚｕｋｉ，Ｊ．１９３８）．

（３９）
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アルカリ長石・斜長石

　　　

方沸石脈縁の母岩に含まれる無色鉱物の大半は， 肉眼で淡紅色～乳

白色に見えるアルカリ長石からなるが， 斜長石も含まれている． また， 空隙に富む部分には板状の

自形結晶が見られる．
鏡下では， これらの大半は長柱状目形および半自形を呈し， カールスバツド双晶や， 細かい集片

双晶をなして正長石（２Ｖ（－）＝６ｇ，７ダ，Ｘへａ＝４．６～１３．６）を主とするアルカリ長石よりなる． し

かし， そのほとんどは汚濁しており， その光学性を決定することが困難である．

斜長石は灰曹長石（Ａｎ，３－３。）と中性長石（Ａｎ３３－３４）からなる． これらも大半が沸石類， 緑泥石

によって交代され， その光学的性質が判然としないものが多い， また， 斜長石の外側はカリ長石で

囲まれて， 中の斜長石が完全に変質鉱物で交代されてしまっているものもある．

他方， 上述した脈縁の汚濁している長石類の外側には， 透明な曹長石が薄く縁どろように見られ

るものがある． 特に， 母岩から方沸石脈中に突出している長石類は， 曹長石化作用を強く受けてい

るが，長石の柱状結晶が方沸石に接する部分では著しく凹凸している（Ｐ１ａｔｅ２，Ｄ）．この柱状結晶

は全体が同時に消光せず， それぞれ異なった方向の結晶軸を持った， 曹長石の細粒結晶の集合から

なることを示す． このような消光は， 上述のように， 外側の凹凸した， あまり汚濁されていない部

分でより顕著に見られる．

　

以上から長石類は曹長石によって交代され， 一方では， 方沸石脈が生成する過程で， 曹長石が新

しく晶出を続け，， 凹凸部は新たな晶出の際に生じたものと考えることができる．

　

乳白色の板状目形の長石結晶を， ソーダ沸石， 方沸石脈縁の空隙に富む部分から選び取り， Ｘ線

粉末回折を行った結果は，Ｂｏｒｇ．〆αば１９６８）の曹長石の回折データに一致した．さらに，Ｘ線ＣｕＫα

に対する２β（，３．）－２β（，３，）が１．３３
０で，

Ａｎキ１２ｍｏｌ％（Ｓｍｉｔｈ，ｅＺｑ′１９５６）という値が得られた．

　

Ｃ） 方沸石一ソーダ沸石一 （ブドウ石） 脈

　

肉眼で晶洞鉱物のうち区別出来るのは， 放射状集合をなす白～帯黄白色のソーダ沸石と白色半透

明および透明ガラス質の偏菱二十四面体結晶の方沸石だけで， 他形の方沸石とブドウ石との区別は

困難である（Ｐ１ａｔｅｌ，Ｃ）． これらの晶出順序は， ソーダ沸石→方沸石の順で， 根室花咲燈台下の粗

粒玄武岩中の沸石類の晶出順 （原田ら，１９６９）に一致する．

　

この母岩は細粒繊密で， 大部分は赤褐色を呈するカリ長石よりなり， 暗緑色の短柱状輝石， 針状

黒雲母， 乳白色半透明の方沸石が含まれる閃長岩質岩石である．

　

鏡下では， 肉眼で認められなかったブドウ石が認められるが， 他の沸石類に比べて僅かである．

鏡下での沸石類の産状は，ブドウ石→ソーダ沸石の順で，ほぼ同心円状に見られる．ブドウ石とソー

ダ沸石はその伸長方向を一致させ， 放射状なす． しかし， またこれとは異なって， ソーダ沸石→ブ

ドウ石→方沸石， あるいは， ソーダ沸右→ブドウ石→ソーダ沸石→方沸石といった晶出順も見られ

る （Ｐ１ａｔｅ２，Ｅ），

４， 不透明鉱物

チタンの挙動や赤鉄鉱・マグヘマイトの有無を知るために， 母岩を反射顕微鏡下で観察した． そ

の結果， 検出された鉱物は， 磁鉄鉱・チタン鉄鉱の鉄の酸化物， 黄鉄鉱・黄銅鉱・銅藍の硫化物で

あるが， 赤鉄鉱・マグヘマイトは見られなかった．

磁鉄鉱・チタン鉄鉱

　　　

両鉱物の粒度は最大約１．４ｍｍで， ほとんどの磁鉄鉱がチタン鉄鉱の

ラメラを含み， その幅は２”前後である． チタン鉄鉱のみからなるものは認められない． 特に， カ

リ長石に富む赤褐色の閃長岩質岩石では， ほとんどチタン鉄鉱は認められず， 黒雲母に囲まれてい

（４０）
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る磁鉄鉱が多い， また， 一部が水酸化鉄に変わり， 不規則な起伏のある表面を示す． 磁鉄鉱は光学

的性質からチタン磁鉄鉱と見なされる．
ただし， 磁鉄鉱とチタン磁鉄鉱の同定では， チタン鉄鉱と接していない場合， 両者の色・反射能

力差が少ないことから， 鏡下での区別は困難であり， Ｘ線回折による格子常数， 化学分析などによ

る決定をまたなければならない，
黄鉄鉱

　　　

閃長岩質岩石には， 黄鉄鉱が肉眼でも見られる， 鏡下ではほとんどがヒモ状などの

也形を示し， 透明鉱物の間隙に晶出したことを示している． また， 磁鉄鉱を交代したものもみられ

る． 閃長岩質岩石中のものには， スポンジ様を示す矩形の結晶も見られる．
黄銅鉱・斑銅鉱ｏ銅藍

　　　

これら硫化鉱物では， 黄銅鉱が量的に多く， 不定形粒状で， 粒度は

Ｌｏｇである．，その大半は単体で透明鉱物中に産するが， ときには， 方向性を特って配列することも

ある． 透明鉱物との関係では， 上述のように， 銅の硫化鉱物の大半は， 各透明鉱物中に認められ，
黄鉄鉱が透明鉱物の粒間に産するのとは産状を異にする． 斑銅鉱の粒度は５”～５５ｇ であるが， 一

部の斑銅鉱と黄銅鉱の間には離溶組織に類似のものや， 斑銅鉱による黄銅鉱の交代組織と考えられ

るものなどが見られ， 斑銅鉱と黄銅鉱の共生は密である（Ｐ１ａｔｅ２，Ｆ）．また， 斑銅鉱の周辺が銅藍

こよって交代されているものもみられる．
不透明鉱物はこのほか， 方鉛鉱と閃亜鉛鉱（？）が各一粒ずつ観察された．
なお， 上述したように， 閃長岩質岩石にはチタン鉄鉱は含まれていない， このことはアルカリ岩

約こおいて， Ｔｉの量が分化作用の晩期に急激な減少をする（青木，１９６７）ことに関連するものと考

えられ，また， Ｋｕｓｈｉｒｏ（１９６４）によって，温海の粗粒玄武岩から分化した閃長岩シュリーレン中の磁

狭鉱が，Ｔｉを含んでいないとされていることに一致する．しかし，浜中の閃長岩質岩中の磁鉄鉱は，
悪雲母との共生が特に密であるので，青木（１９６７）が述べているように， Ｔｉの一部は黒雲母に含ま

記ていることも考えられる，

５． 各鉱物に関する２， ３の問題点

　

１）

　

方沸石脈中のエジリン輝石

輝石・方沸石脈には２つの興味ある問題を含んでいる．１つはエジリン輝石の成因であり， 他は

射ヲ＝石と有色鉱物（輝石）という晶出時期が異なると思われるものが， 共に脈を構成していること

である．

エジリン輝石の成因は， 初生的なものと， 後生的なものの２つに分けられる． これまで研究報告

されているエジリン輝石の中で， モンゾニ岩を分化させた根室の粗粒玄武岩中のソーダ沸石脈中の

もの（Ｓｕｚｕｋｉ，１９３８）は， 普通輝石斑晶がソーダに富む溶液により交代されて生じたとされ， 他方，
艮室の粗面粗粒玄武岩やモンゾニ岩中のもの（八木，１９４８）および諸津閃長岩中のもの（Ｙａｇｉ，１９５３；
９６６）はともに普通輝石からエジリン輝石への連続反応関係にあるとされ， 前者とは成因を異にす

る，

浜中モンゾニ岩中の方沸石脈中のエジリン輝石については，・前述のように， 普通輝石→エジリン

軍石といった， Ｙａｇｉ（１９５３；１９６６）が述べているのと同様な， かなり明瞭な境をもつ累帯配列がみら

， 両輝石の境で見られる累帯構造の産状から， 反応関係にあったことを示すものと考えられる．
圭た， 細粒のエジリン輝石の濃集状態については， 細脈をつくった熱水溶液が母岩と接した際， 母

雪から溶出した成分で熱水溶液の組成を変化させ， さらに溶液温度の低下の結果， エジリン輝石が

割こ晶出したことを示すものではないであろうか． エジリン輝石の集合， 粒度， 脈縁から離れるに

つれ粒径が変化するなどは， このような考えを導く．

（４１）
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このように，エジリン輝石は初生的に生成したものと考えるが，輝石がＮａ－沸石の細脈に含まれ

る点で類似する根室のソーダ沸石脈と， 浜中の方沸石脈の相違点を列挙すると， 次のようである．

　

前者では，ａ）母岩は斑状粗粒玄武岩，ｂ）脈幅が１０～３０ｍｍ，ｃ）主にソーダ沸石と少量の石英・方

解石および変質をうけた輝石， 斜長石， カンラン石を含む．

　

後者は，ａ）母岩がモンゾニ岩，ｂ）脈幅は３～６ｍｍ，ｃ）輝石以外は主に方沸石からなり， 少量の

スフェン， カリ長石 （曹長石化） を含む． このように， ソーダ沸石脈中のエジリン輝石と方沸石脈

中のものとは， 共生する鉱物， 産状などの点で異っており， その生成条件が異なることを示してい

る．

　

他方，実験的には，エジリン輝石は低い温度，高いＰｏ２で安定であることが知られている（Ｎｏｌａｎ，

“αん１９６７），また， 方沸石 － 輝石脈の脈幅が４ｍｍ 前後と， 他の沸石脈に比べてかなり狭いこと

は，
ぃ入れ物が小さかった″， 換言すればｕ蒸気圧が高かった″

　

ことが考えられる． 従って， 方沸石

脈中のエジリン輝石が， 初生晶出するという物理化学的条件が， 満たされていたことを説明できる

のではないであろうか， これらを含む母岩中には， 赤鉄鉱やマグヘマイトは認められないが， この

ことが直ちに， 方沸石脈の生成時はＰｏ２が低くかったことを示すことにはならない． なぜならば，

この方沸石脈縁の母岩は， ほとんど変質しておらず， 母岩は脈の形成時の影響をあまり受けていな

いと考えられるからである．

　

有色鉱物（輝石） と沸石類の晶出時期は， これまでに研究報告されている２， ３の例では， 両者

で異なる．

　

たとえば， ソーダ沸石脈中の輝石（Ｓｕｚｕｋｉ，１９３８）は， 前述のように， 粗粒玄武岩中の斑晶が， 割

れ目に溶液が入り込む途中で， その中に取り込まれたものとされ， 明らかに晶出時期の差がある，

また， 玄武岩中の晶洞鉱物として， 普通輝石等の造岩鉱物が報告されているが， これらは， 沸石類

をまったく欠くか（太田，１９５８），沸石類と晶洞造岩鉱物との間に明瞭な晶出時期の差が見られる（石

橋， １９７４）．

　

浜中産の方沸石脈中の単斜輝石は白形をなし， 方沸石と共にきれいな結晶面が見られるなど， 輝

石→沸石といった前後関係は認められない． また，１８ｍｍという自乗中最大の輝石粒は， 母岩中の輝

石の斑晶と比べてかなり粗粒であり， 方沸石の粒度（２～３ｍｍ）や脈幅（３～６ｍｍ）を大きく

上回る．

　

単斜輝石の産状は， 脈の断面でみるといくつかのタイプがある． たとえば， 方沸石の表面にその

輝石の一部が露われ， 滑らかな長方形の結晶面が見られ， 方沸石中の部分は母岩と接していないも

の， 方沸石に包含され， 長方形の一辺を脈壁に平行に接しているもの， 岩体内部の結晶が脈中に突

出しているように見えるものなど， 種々の産状を示す，

　

鏡下では， 小さな輝石はすべてエジリン輝石よりなるが， 粗粒のものは普通輝石からエジリン輝

石への累帯配列がみられる． 粗粒の輝石の中の一部には， 母岩中のものが脈中にとび出したもの，

あるいは溶液中に取り込まれた普通輝石を核にして，外側にソーダ輝石，エジリン輝石が晶出して，

粗粒結晶が形成されたものなどがある． これらアルカリ輝石の晶出時期は方沸石とほぼ同時期であ

ろう， このことは， アルカリ長石の曹長石化に引続き， 曹長石の晶出がみられることによっても，

そのような条件下にあったことが推定される， また， 一部のエジリン輝石のみからなる結晶には，

その内部に方沸石を含むことから，溶液から直接，方沸石と共に晶出したものもあると考えられる．

　

２）

　

沸石類の共生

　

火成岩晶洞中に産する沸石類の晶出順序について， これまでに報告されている主なものには，

（４２）
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Ｈａｒａｄａら（（１９６７ａ，ｂ，１９６８）， 石橋 （１９７４） の研究がある．

　

それらは浜中モンゾニ岩中の晶洞（細脈）に見られた， ブドウ石→濁沸石， ブドウ石→ソーダ沸

石→方沸石の晶出順序とはいずれも一致しない．

　

沸石類が壁面に沿って晶出する時には， 晶洞壁から外側に向って， より珪酸の多い沸石が見られ

ること， また， 陽イオンに注目すると，Ｃａ－汚お石→Ｎａ－沸石の順に晶出することを， 原田（１９６９）は

指摘している．

　

浜中産のブドウ石→濁沸石とソーダ沸石（ブドウ石）→方沸石の晶出順について検討すると，Ｓｉ／

ＡＩは，それぞれ３／２→４／２であり，上述と同様な関係が認められる．だが， 陽イオンの変化について

は， 一つの晶洞 （脈） 中の鉱物の間によりも， 各晶洞

　

０１承）単位で， 沸石類， すなわち， 陽イオン

に相違があるという特徴が認められる．

　

また，浜中産のもののうち，特にブドウ石→濁沸石の晶出順序については，沸石相（Ｃｏｏｍｂｓ，１９６０）

の温度低下に伴う変成鉱物の変化に一致する， さらに， 浜中で観察されたブドウ石と濁沸石に緑泥

石，スフェンが労＝わった共生関係は，それと類似のものが丹沢山地東部においてみられる（Ｓｅｋｉ，ｅｔ

ａ１ １９７２），丹沢山地東部では沸石相の濁沸石亜相の，比較的高温部を示すＺｏｎｅの火山砕暦岩中の変

成鉱物の組合せのなかに見られるが， 石英が含まれる点を除くと， 完全に一致するものがある， 鏡

下での浜中産濁沸石・ブドウ石に伴う緑泥石・スフェンとの密接な共生関係から判断すると， 変成

鉱物としてのスフェンも緑泥石とほぼ同様な条件下で生じた可能性を示唆するものではないであろ

うか． このような緑泥石とスフェンの組合せは， 丹沢山地の変成鉱物組合せの中にも，．かなり密接

に見られる （Ｓｅｋｉ，メ メリ１９６９；１９７１；１９７２）．

　

３）

　

ブドウ石ｏソーダ沸石の共生と晶出順序

　

浜中産で一般に見られる晶出順序はａ）ブドウ石→ソーダ沸石であるが， ｂ）ソーダ沸石→ブドウ

石→ソーダ沸石，ｃ）ブドウ石→方沸石という晶出関係も見られる．

　

Ｎａ－沸石と共生するブドウ石は， 量的に少ないことなどから，晶洞鉱物の生成の過程で， 溶液中

にブドウ石のＣａｏ成分が少なくとも一部，または大部分が脈の壁面から溶出して供給されたことが

考えられる， 従って，ｂ）の場合はソーダ沸石の晶出とＣａの供給がほぼ同時に行なわれ， 溶液中の

Ｃａｏの濃度がＮａ２０に比べて相対的に増した結果， ブドウ石が晶出し始めたものと思われる．

　

また， ブドウ石とソーダ沸石の密接な共生関係は， ソーダ沸石の分析結果に影響を与えている．
すなわち，これまでの根室産ソーダ沸石の分析結果は，Ｃａｏが多いもの（吉沢，１９３０；橋本，１９６０）

と， 特に多くはない（原田ら，１９６９）という報告とがある． このうち， Ｃａｏを多く含むとされた試

料には， ソーダ沸石と密接に共生して， 微細なブドウ石がそれに含まれていたと考えることによっ
て説明できるものと考える．

　

さらに， 変成鉱物としての両鉱物の関係について， 飯島ら（１９６５） と原田（１９６８）は， ソーダ沸

石は堆積時， ないしは続成作用の初期の産出を示すものであり， ブドウ石は沸石類よりも深部に現

われ， ブドウ石－パンペリー相を代表する鉱物であるとしている．

　

このように， 熱水溶液からのものと， 続成作用によるものでは， 異なる共生関係を示すことは興

味深い，
終わりに本研究を行なうに当たり御指導を頂き，また本稿の御校閲を賜わった本学の岡崎由夫教授

に深甚なる感謝を申し上げる， また，Ｘ線回折装置は，北大工学部

　

牛沢信人教授， 佐藤寿一助教授

の御好意により使用させて頂いた， ここに， 深く御礼申し上げる．
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